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　豊平川のサケは、大都市にもかかわらず、約7割が自然産卵から生まれた野生魚であることが
わかり、野生魚を増やす活動の『札幌ワイルドサーモンプロジェクト』が進んでいます。プロジェク
トの大きな柱として、放流するサケの数を減らすために、順応的に管理しています。サケが十分遡
上し、自然産卵しているときは、放流する稚魚の数を減らし、自然産卵が少ないときには放流数を
増やします。
　そして、野生魚の割合が増えているかモニタリングするために、
放流するすべての稚魚にしるし（耳石温度標識）を付けています。

標識作業は11月1日から1月中旬まで、ほぼ毎日行われます。採卵ふ化室では、標識
装置を見学することもできます。冬休みの自由研究にも最適！
詳しく知りたい方は、さけ科学館スタッフまでお問い合わせください。
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さけ科学館が育てているサケには『しるし』がついています！

豊平川のしるしがついた耳石

季節展示　「サケの発眼卵」　「サケの赤ちゃん」

さけ科学館では、サケの卵を受精させて育てています。この時期は
最初に受精した卵から順々に育っていく様子を展示します。
　　発眼卵  ：11/14～1/8
　　赤ちゃん：12/5～2/12
●予告：「サケ稚魚の群泳」の展示は、来年の１月からの予定です。
　　　　元気な稚魚たちをお見せできるように、大事に育てています！●「サケの発眼卵」 ●「サケの赤ちゃん」

（今年最後の！）サケ・タッチ・プール
川に帰ってきた大きなサケにさわることができます。もちろん生きています。独特の手触り
を体験できるのは、この時期だけ。触りやすい特製水槽に入っているので、小さなお子様
でも安心してさわることができます。
●日時：　12月3日（日）／１３：００～１５：００　　●場所：　さけ科学館構内   
●対象：　どなたでも（小学校低学年以下の方は保護者同伴）

※
申込不要

受精卵（０ヶ月） 発眼卵（１ヶ月） 稚魚（４ヶ月）赤ちゃん〔仔魚〕（２ヶ月）

さけ科学館12月のイベント
検索チェッポだより

※「わくわくたいけん」は申込不要！無料！で気軽に体験できる、ちょっと楽しいイベントです。土曜か日曜の昼過ぎに来館すれば、参加できます。

さけ科学館キャラクターのチェッポくんのメールマガジン【チェッポだより】では、さけ館の楽しい情報がメールで届きます。
ホームページからお申し込みできます。又は、 さけ科学館応援キャラクター

ちびリンカ

12月は川にのぼる親ザケが少なくなり、それに代わって川底ではひっそりとサケの卵が成長する季節です
さけ館ではサケの卵や、サケの赤ちゃんの成長の様子を観察できます。来年早々には稚魚も登場します

年末年始休館のおしらせ　：　12/29（木）～1/3（火）まで休館します。新年は1/4から開館します。

イベントボランティア募集中！～子どもたちが生き物に親しむイベントで、楽しくボランティアスタッフしませんか？詳しくは、館までお問合せ下さい↓


